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学校法人会計基準の一部改正等について（通知） 

 

 

このたび、別添のとおり、「学校法人会計基準の一部を改正する省令（令和６年文部科

学省令第 28 号）」（以下「改正省令」という。）及び「私立学校振興助成法施行規則（令

和６年文部科学省令第 29 号）」（以下「私学助成法施行規則」という。）が令和６年９月

30 日に公布され、令和７年４月１日から施行されます。 

これらの省令の趣旨及び内容の概要等は下記のとおりですので、事務処理上遺漏のな

いようお取り計らい願います。 

また、各都道府県知事におかれては、所轄の学校法人及び私立学校法（昭和 24 年法律

第 270 号）第 64 条第４項の法人に対して周知されるようお願いします。 

なお、これらの省令の施行のために必要な通知等については、今後、随時発出するこ

ととしています。 

 

記 

 

第一 学校法人会計基準の一部を改正する省令（令和６年文部科学省令第 28 号） 

１．改正の趣旨 

私立学校法の一部を改正する法律（令和５年法律第 21 号。以下「改正法」とい

う。）により、補助金の適正配分を主な目的として私立学校振興助成法（昭和 50 年

法律第 61 号）に位置づけられていた学校法人会計基準（昭和 46 年文部省令第 18

号）は、ガバナンス強化の観点から、ステークホルダーへの情報開示を主な目的と

する基準として、私立学校法に位置づけられたところである。これに伴い、所要の

改正を行うものである。 

 

２．改正の概要 

(1) 学校法人（改正法による改正後の私立学校法（以下「改正私立学校法」という。）

殿 



 

 

第 152 条第 5項の法人を含む。以下第一において同じ。）は、学校法人会計基準に

従い会計処理を行い、会計帳簿、計算書類及びその附属明細書並びに財産目録を

作成すること。ただし、改正私立学校法第 19 条第１項の事業に関する会計（以下

「収益事業会計」という。）については、計算書類及びその附属明細書に代えて、

貸借対照表及び損益計算書を作成すること。（第１条第２項関係） 

(2) 学校法人の成立の日における貸借対照表は、学校法人の成立の日における会計

帳簿に基づき作成すること。（第 15 条関係） 

(3) 学校法人が作成しなければならない各会計年度に係る計算書類は、貸借対照表、

事業活動収支計算書、資金収支計算書及び活動区分資金収支計算書とすること。

（第 16 条関係） 

(4) 改正省令による改正前の学校法人会計基準（以下「旧基準」という。）において

貸借対照表の脚注として記載することとされていた重要な会計方針等について

は、計算書類の注記事項とするとともに、注記事項としてセグメント情報及び子

法人に関する事項を追加したこと。また、平成 17 年５月 13 日付け 17 高私参第

１号「学校法人会計基準の一部改正に伴う計算書類の作成について（通知）」及び

平成 25 年９月２日付け 25 高私参第８号「学校法人会計基準の一部改正に伴う計

算書類の作成について（通知）」を踏まえ、重要な偶発債務、学校法人の出資によ

る会社に係る事項、関連当事者との取引の内容に関する事項、学校法人間の財務

取引及び重要な後発事象を注記事項としたこと。（第 40 条関係） 

(5) 旧基準において附属明細表として規定されていた固定資産明細表、借入金明細

表及び基本金明細表は、各会計年度に係る計算書類の附属明細書と位置づけ、そ

れぞれ固定資産明細書、借入金明細書及び基本金明細書とすること。（第 41 条関

係） 

(6)計算書類の様式を改めるとともに、附属明細書の様式を定めたこと。（第 22 条、

第 31 条、第 38 条、第 39 条第２項、第 42 条関係、第１号様式～第７号様式関係） 

(7) 財産目録は、当該会計年度末現在（学校法人が成立した日における財産目録は、

当該学校法人が成立した日）における全ての資産及び負債につき、その名称、数

量、金額等を詳細に表示すること。（第 43 条関係） 

(8) 財産目録の作成に当たり、当該学校法人の収益事業会計に対する投資とこれに

対応する収益事業会計の資本との相殺消去その他必要とされる事業相互間の項

目の相殺消去をすること。（第 44 条関係） 

(9) 財産目録の様式を定めたこと。（第 47 条関係、第８号様式関係） 

(10)会計監査人非設置知事所轄学校法人（都道府県知事を所轄庁とする学校法人の

のうち会計監査人を置かないものをいう。）は、徴収不能引当ての特例、基本金組

入れに関する特例及び計算書類の作成に関する特例の対象とすること。（第 48条、

第 49 条、第 50 条関係） 

(11)その他、所要の改正を行うこと。 

 



 

 

３．施行日等 

改正省令は令和７年４月１日から施行し、改正省令による改正後の学校法人会計

基準（以下「新基準」という。）の規定は、令和７年度以降の会計年度に係る会計処

理並びに計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の作成について適用するこ

と。令和６年度以前の会計年度に係るものについては、なお従前の例によること。

（改正省令附則第１条、第２条関係） 

 

４．私立学校法施行規則の一部改正 

私立学校法施行規則（昭和 25 年文部省令第 12 号）の一部改正により、会計監査

報告の内容に、次に掲げるものを加えること。（改正省令附則第３条、私立学校法施

行規則第 34 条第１項関係） 

私立学校法施行規則第 34 条第１項第２号の意見があるときは、事業報告書及

びその附属明細書並びに財産目録（私立学校法施行規則第 24 条に規定する貸借

対照表に対応する項目を除く。）の内容と計算関係書類の内容又は会計監査人が

監査の過程で得た知識との間の重要な相違等について、報告すべき事項の有無及

び報告すべき事項があるときはその内容 

 

第二 私立学校振興助成法施行規則（令和６年文部科学省令第 29 号） 

１．制定の趣旨 

改正法附則第 19 条による改正後の私立学校振興助成法（以下「改正助成法」とい

う。）第 14 条第３項及び第４項により、監査報告及び所轄庁への書類提出に関する

規定について、文部科学省令に委任されたところである。 

これに伴い、各種規定を整備するものである。 

 

２．概要 

(1) 改正助成法第 14 条第２項の監査を行う公認会計士又は監査法人は、その職務

を適切に遂行するため、次に掲げる者との意思疎通を図り、情報の収集及び監査

の環境の整備に努めなければならないこととすること。ただし、公認会計士又は

監査法人が公正不偏の態度及び独立の立場を保持することができなくなるおそ

れのある関係の創設及び維持を認めるものと解してはならないとすること。（第

１条第２項関係） 

① 当該学校法人の理事、監事及び職員 

② その他公認会計士又は監査法人が適切に職務を遂行するに当たり意思疎

通を図るべき者 

(2) 改正助成法第 14 条第４項の規定による所轄庁への書類の提出は、次に掲げる

書類を添付してすること。（第２条関係） 

① 事業活動収支内訳表 

② 資金収支内訳表 



 

 

③ 人件費支出内訳表 

④ 人件費支出内訳表が私学助成法施行規則第５条の定めるところにより作

成されているかどうかに関する公認会計士又は監査法人の監査報告その他

の所轄庁が定める書類 

(3) (2)①、②及び③について、記載方法等を規定すること。なお、記載方法等は旧

基準において規定されていた内容を引き継ぐこと。（第３条、第４条、第５条関係） 

 

３．施行日 

私学助成法施行規則は令和７年４月１日から施行し、私学助成法施行規則の規定

は、私学助成法施行規則の施行の日以後に開始する会計年度に係る改正助成法第 14

条第１項の補助金を受ける学校法人について適用すること。私学助成法施行規則の

施行の日以前の会計年度に係る改正助成法第 14 条第１項の補助金の交付を受けた

学校法人の貸借対照表、収支計算書その他の財務計算に関する書類、収支予算書及

び監査報告書の作成及び届出については、なお従前の例によること。（附則第１条、

第２条関係） 

 

 

別添資料  

【別添１】学校法人会計基準の一部を改正する省令（令和６年文部科学省令第 28 号） 

【別添２】私立学校振興助成法施行規則（令和６年文部科学省令第 29 号） 

【別添３】学校法人会計基準の一部を改正する省令（令和６年文部科学省令第 28 号）

等の概要 

 

 

 
【本件担当】 

文部科学省高等教育局私学部参事官付財務調査係 

電話：03-5253-4111（内線 2539） 

メールアドレス：sigsanji@mext.go.jp 
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収
益
事
業
会
計
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
に
代
え
て
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計

算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

学
校
法
人
は
、
こ
の
省
令
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
正
妥

２

学
校
法
人
は
、
こ
の
省
令
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
正
妥

当
と
認
め
ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
慣
行
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
と
認
め
ら
れ
る
学
校
法
人
会
計
の
原
則
に
従
い
、
会
計
処
理
を
行
な
い
、
計
算

書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

計
算
書
類
の
う
ち
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

[

項
を
加
え
る
。]

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第

二
号
に
掲
げ
る
証
券
若
し
く
は
証
書
を
発
行
し
、
若
し
く
は
発
行
し
よ
う
と

し
、
又
は
同
令
第
一
条
の
三
の
四
に
規
定
す
る
権
利
を
有
価
証
券
と
し
て
発
行

し
、
若
し
く
は
発
行
し
よ
う
と
す
る
学
校
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
証
券
若
し
く

は
当
該
証
書
又
は
当
該
権
利
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
募
集
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
売
出
し
を
行
う
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
」
と

い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
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式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
六

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

計
算
書
類
の
う
ち
収
支
計
算
書
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に

[

項
を
加
え
る
。]

よ
る
ほ
か
、
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
に
あ
つ
て
は
、
損
益
計
算
書
、
純
資
産

変
動
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
附
属
明
細
表
に
分
け
て
、

有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す

る
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
計
の
原
則
）

（
会
計
の
原
則
）

第
二
条

学
校
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
よ
つ
て
、
会
計
処
理
を
行
い
、
計

第
二
条

学
校
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
よ
つ
て
、
会
計
処
理
を
行
な
い
、

算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
（
以
下
「
計
算
関
係
書
類
」
と
い
う
。
）
（
収

計
算
書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

益
事
業
会
計
に
あ
つ
て
は
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
財
産
目
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

[

略]

一

[

同
上]

二

全
て
の
取
引
に
つ
い
て
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
よ
つ
て
正
し
く
記
帳
さ
れ

二

す
べ
て
の
取
引
に
つ
い
て
、
複
式
簿
記
の
原
則
に
よ
つ
て
、
正
確
な
会
計
帳

た
会
計
帳
簿
に
基
づ
い
て
計
算
関
係
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。

簿
を
作
成
す
る
こ
と
。

三

財
政
及
び
経
営
の
状
況
を
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な

三

財
政
及
び
経
営
の
状
況
を
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な

会
計
事
実
を
計
算
関
係
書
類
に
明
瞭
に
表
示
す
る
こ
と
。

会
計
事
実
を
明
り
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

四

採
用
す
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続
並
び
に
計
算
関
係
書
類
及
び
財
産
目

四

採
用
す
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続
並
び
に
計
算
書
類
の
表
示
方
法
に
つ

録
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
毎
会
計
年
度
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に
こ

い
て
は
、
毎
会
計
年
度
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
変
更
し
な
い
こ

れ
を
変
更
し
な
い
こ
と
。

と
。

（
収
益
事
業
会
計
）

（
収
益
事
業
会
計
）

第
三
条

収
益
事
業
会
計
に
係
る
会
計
処
理
並
び
に
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

第
三
条

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
二
十
六
条
第
一

の
作
成
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
原
則
に
従
つ
て
行

項
に
規
定
す
る
事
業
に
関
す
る
会
計
（
次
項
に
お
い
て
「
収
益
事
業
会
計
」
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
。
）
に
係
る
会
計
処
理
及
び
計
算
書
類
の
作
成
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め

ら
れ
る
企
業
会
計
の
原
則
に
従
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

収
益
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
、
前
項
及
び
第
四
章
の
規
定
を
除
き
、

２

収
益
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
及
び
前
項
の
規
定
を
除
き
、
こ
の
省
令

こ
の
省
令
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
計
算
書
類
）

[

条
を
削
る
。]

第
四
条

学
校
法
人
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
算
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

資
金
収
支
計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
附
属
す
る
次
に
掲
げ
る
内
訳
表
及
び
資
金

収
支
計
算
書
に
基
づ
き
作
成
す
る
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書

イ

資
金
収
支
内
訳
表

ロ

人
件
費
支
出
内
訳
表

二

事
業
活
動
収
支
計
算
書
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
事
業
活
動
収
支
内
訳
表

三

貸
借
対
照
表
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
次
に
掲
げ
る
明
細
表

イ

固
定
資
産
明
細
表

ロ

借
入
金
明
細
表

ハ

基
本
金
明
細
表

（
総
額
表
示
）

（
総
額
表
示
）

第
四
条

[

略]

第
五
条

[

同
上]

（
金
額
の
表
示
の
単
位
）

第
五
条

計
算
関
係
書
類
及
び
財
産
目
録
に
記
載
す
る
金
額
は
、
一
円
単
位
を
も
つ

[

条
を
加
え
る
。]

て
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

会
計
帳
簿

第
二
章

資
金
収
支
計
算
及
び
資
金
収
支
計
算
書

第
一
節

総
則

（
資
金
収
支
計
算
の
目
的
）

第
六
条

学
校
法
人
は
、
毎
会
計
年
度
、
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
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（
会
計
帳
簿
の
作
成
）

べ
て
の
収
入
及
び
支
出
の
内
容
並
び
に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
（
現

第
六
条

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
法
人
が
作
成
す
べ
き
会
計
帳
簿

金
及
び
い
つ
で
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
預
貯
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

に
付
す
べ
き
資
産
、
負
債
及
び
基
本
金
の
価
額
そ
の
他
会
計
帳
簿
の
作
成
に
関

収
入
及
び
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
資
金
収
支
計
算
を
行
な
う
も

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
と
す
る
。

２

会
計
帳
簿
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
の
方
法
）

第
二
節

資
産

第
七
条

資
金
収
入
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
の
収
入
並
び

に
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
収
入
で
前
会
計
年
度
以
前
の
会
計
年
度

（
資
産
の
評
価
）

に
お
い
て
支
払
資
金
の
収
入
と
な
つ
た
も
の
（
第
十
一
条
に
お
い
て
「
前
期
末
前

第
七
条

資
産
の
評
価
は
、
取
得
価
額
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

受
金
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
収
入
で
翌
会
計

該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
と
比
較
し
て
著
し
く
低
い
価
額
で
取

年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
支
払
資
金
の
収
入
と
な
る
べ
き
も
の
（
第
十
一

得
し
た
資
産
又
は
贈
与
さ
れ
た
資
産
の
評
価
は
、
取
得
又
は
贈
与
の
時
に
お
け
る

条
に
お
い
て
「
期
末
未
収
入
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２

資
金
支
出
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
の
支
出
並
び
に
当

該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
支
出
で
前
会
計
年
度
以
前
の
会
計
年
度
に
お

（
減
価
償
却
）

い
て
支
払
資
金
の
支
出
と
な
つ
た
も
の
（
第
十
一
条
に
お
い
て
「
前
期
末
前
払

第
八
条

固
定
資
産
の
う
ち
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
を
減
少
す
る
も
の
（
以
下

金
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
支
出
で
翌
会
計
年

「
減
価
償
却
資
産
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
を
行
う
も
の
と
す

度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
支
払
資
金
の
支
出
と
な
る
べ
き
も
の
（
第
十
一
条

る
。

に
お
い
て
「
期
末
未
払
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

２

減
価
償
却
資
産
の
減
価
償
却
の
方
法
は
、
定
額
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
勘
定
科
目
）

（
有
価
証
券
の
評
価
換
え
）

第
八
条

学
校
法
人
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
つ
て
資
金
収
支
計
算
を
行
な

第
九
条

有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
と
比
較

う
た
め
必
要
な
勘
定
科
目
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

し
て
そ
の
時
価
が
著
し
く
低
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
回
復
が
可
能
と
認
め
ら

れ
る
と
き
を
除
き
、
時
価
に
よ
つ
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
）

第
九
条

資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
収
入
の
部
及
び
支
出
の
部
を
設
け
、
収
入
又
は

（
徴
収
不
能
額
の
引
当
て
）

支
出
の
科
目
ご
と
に
当
該
会
計
年
度
の
決
算
の
額
を
予
算
の
額
と
対
比
し
て
記
載

第
十
条

金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、
徴
収
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

す
る
も
の
と
す
る
。
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徴
収
不
能
の
見
込
額
を
徴
収
不
能
引
当
金
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
科
目
）

第
三
節

負
債

第
十
条

資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
す
る
科
目
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
負
債
の
評
価
）

（
前
期
末
前
受
金
等
）

第
十
一
条

負
債
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
場
合
を
除
き
、
会
計
帳
簿
に
債
務
額
を
付

第
十
一
条

当
該
会
計
年
度
の
資
金
収
入
の
う
ち
前
期
末
前
受
金
及
び
期
末
未
収
入

す
も
の
と
す
る
。

金
は
、
収
入
の
部
の
控
除
科
目
と
し
て
、
資
金
収
支
計
算
書
の
収
入
の
部
に
記
載

２

退
職
給
与
引
当
金
の
ほ
か
、
引
当
金
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い

す
る
も
の
と
す
る
。

て
、
将
来
の
事
業
活
動
支
出
の
発
生
に
備
え
て
、
そ
の
合
理
的
な
見
積
額
の
う
ち

２

当
該
会
計
年
度
の
資
金
支
出
の
う
ち
前
期
末
前
払
金
及
び
期
末
未
払
金
は
、
支

当
該
会
計
年
度
の
負
担
に
属
す
る
金
額
を
事
業
活
動
支
出
と
し
て
繰
り
入
れ
る
こ

出
の
部
の
控
除
科
目
と
し
て
、
資
金
収
支
計
算
書
の
支
出
の
部
に
記
載
す
る
も
の

と
に
よ
り
計
上
し
た
額
を
付
す
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

第
四
節

基
本
金

（
資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
）

第
十
二
条

資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
基
本
金
）

第
十
二
条

学
校
法
人
が
、
そ
の
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続
的

（
資
金
収
支
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

に
保
持
す
る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
事
業
活
動
収
入
の
う
ち
か

第
十
三
条

資
金
収
支
内
訳
表
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
さ
れ
る
収
入
及
び

ら
組
み
入
れ
た
金
額
を
基
本
金
と
す
る
。

支
出
で
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
も
の
の
決
算
の
額
を
次
に
掲
げ
る

部
門
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
金
へ
の
組
入
れ
）

一

学
校
法
人
（
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
十
三
条

学
校
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
基
本
金
に
組

二

各
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲

み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一

学
校
法
人
が
設
立
当
初
に
取
得
し
た
固
定
資
産
で
教
育
の
用
に
供
さ
れ
る
も

三

研
究
所

の
の
価
額
又
は
新
た
な
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
む
。
以
下
こ
の

四

各
病
院

号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
若
し
く
は
既
設
の
学
校
の
規
模
の
拡

五

農
場
、
演
習
林
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
の
規
模
に
相
当
す
る
規
模
を

大
若
し
く
は
教
育
の
充
実
向
上
の
た
め
に
取
得
し
た
固
定
資
産
の
価
額

有
す
る
各
施
設

二

学
校
法
人
が
新
た
な
学
校
の
設
置
又
は
既
設
の
学
校
の
規
模
の
拡
大
若
し
く

２

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
部
門
の
記
載
に
あ
た
つ
て
は
、
二
以
上
の
学
部
を
置
く
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は
教
育
の
充
実
向
上
の
た
め
に
将
来
取
得
す
る
固
定
資
産
の
取
得
に
充
て
る
金

大
学
に
あ
つ
て
は
学
部
（
当
該
学
部
の
専
攻
に
対
応
す
る
大
学
院
の
研
究
科
、
専

銭
そ
の
他
の
資
産
の
額

攻
科
及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
、
二
以
上
の
学
科
を
置
く
短
期
大
学
に
あ
つ
て
は

三

基
金
と
し
て
継
続
的
に
保
持
し
、
か
つ
、
運
用
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の

学
科
（
当
該
学
科
の
専
攻
に
対
応
す
る
専
攻
科
及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
、
二
以

額

上
の
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に
あ
つ
て
は
課
程
（
当
該
課
程
に
対
応
す
る
専
攻
科

四

恒
常
的
に
保
持
す
べ
き
資
金
と
し
て
別
に
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
額

及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
細
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

２

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
資
産
の
額
の
基
本
金
へ
の
組
入
れ
は
、
固

合
に
お
い
て
、
学
部
の
専
攻
に
対
応
し
な
い
大
学
院
の
研
究
科
は
大
学
の
学
部
と

定
資
産
の
取
得
又
は
基
金
の
設
定
に
係
る
基
本
金
組
入
計
画
に
従
い
行
う
も
の
と

み
な
す
。

す
る
。

３

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
三
条
に
規
定
す
る
大

３

学
校
法
人
が
第
一
項
第
一
号
の
固
定
資
産
を
借
入
金
（
学
校
債
を
含
む
。
以
下

学
に
係
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
学
に
置
く
大
学
院
の
研
究

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
未
払
金
（
支
払
手
形
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

科
は
大
学
の
学
部
と
み
な
す
。

お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
借
入
金
又
は
未
払
金

４

通
信
に
よ
る
教
育
を
行
な
う
大
学
に
係
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
借
入
金
又
は
未
払
金
の
返
済
又
は
支
払

は
、
当
該
教
育
を
担
当
す
る
機
関
は
大
学
の
学
部
又
は
短
期
大
学
の
学
科
と
み
な

（
新
た
な
借
入
金
又
は
未
払
金
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
つ
た
会
計
年
度
に

す
。

お
い
て
、
返
済
又
は
支
払
を
行
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
基
本
金
に
組
み
入

５

資
金
収
支
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
二
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

れ
る
も
の
と
す
る
。

（
人
件
費
支
出
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

（
基
本
金
の
取
崩
し
）

第
十
四
条

人
件
費
支
出
内
訳
表
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
さ
れ
る
人
件
費

第
十
四
条

学
校
法
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該

支
出
の
決
算
の
額
の
内
訳
を
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
部
門
ご
と
に
区
分
し
て

各
号
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
で
基
本
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
諸
活
動
の
一
部
又
は
全
部
を
廃
止
し
た
場
合

そ
の
廃
止
し
た
諸
活
動

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
載
に
つ
い

に
係
る
基
本
金
へ
の
組
入
額

て
準
用
す
る
。

二

そ
の
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
前
条
第
一
項
第
一
号
の
固
定
資
産
を
有
す
る
必

３

人
件
費
支
出
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
三
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

要
が
な
く
な
つ
た
場
合

そ
の
固
定
資
産
の
価
額

三

前
条
第
一
項
第
二
号
の
金
銭
そ
の
他
の
資
産
を
将
来
取
得
す
る
固
定
資
産
の

（
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
等
）

取
得
に
充
て
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合

そ
の
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
額

第
十
四
条
の
二

活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
さ

四

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合

そ
の
事
由
に
係
る
基
本
金
へ
の

れ
る
資
金
収
入
及
び
資
金
支
出
の
決
算
の
額
を
次
に
掲
げ
る
活
動
ご
と
に
区
分
し

組
入
額

て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
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一

教
育
活
動

二

施
設
若
し
く
は
設
備
の
取
得
又
は
売
却
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
活
動

三

資
金
調
達
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
活
動
以
外
の
活
動

２

活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
四
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
章

計
算
関
係
書
類

[

章
名
を
付
す
る
。]

第
一
節

総
則

[

節
を
加
え
る
。]

（
成
立
の
日
の
貸
借
対
照
表
）

第
十
五
条

法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
は
、
学

校
法
人
の
成
立
の
日
に
お
け
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
各
会
計
年
度
に
係
る
計
算
書
類
）

第
十
六
条

法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
法
人
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
各
会
計
年
度
に
係
る
計
算
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

貸
借
対
照
表

二

次
に
掲
げ
る
収
支
計
算
書

イ

事
業
活
動
収
支
計
算
書

ロ

資
金
収
支
計
算
書
及
び
資
金
収
支
計
算
書
に
基
づ
き
作
成
す
る
活
動
区
分

資
金
収
支
計
算
書

第
二
節

貸
借
対
照
表

[

節
を
加
え
る
。]

（
貸
借
対
照
表
の
内
容
）

第
十
七
条

貸
借
対
照
表
は
、
当
該
会
計
年
度
末
現
在
に
お
け
る
全
て
の
資
産
、
負

債
及
び
純
資
産
の
状
態
を
明
瞭
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
貸
借
対
照
表
の
記
載
方
法
）

第
十
八
条

貸
借
対
照
表
に
は
、
資
産
の
部
、
負
債
の
部
及
び
純
資
産
の
部
を
設

け
、
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の
科
目
ご
と
に
、
当
該
会
計
年
度
末
の
額
を
前
会

計
年
度
末
の
額
と
対
比
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
減
価
償
却
資
産
の
表
示
方
法
）

第
十
九
条

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
減
価
償
却
資
産
に
係
る
減
価
償
却

額
の
累
計
額
を
控
除
し
た
残
額
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
減
価
償
却
資
産
の
属
す
る
科
目
ご
と
に
、
減
価
償
却
額
の
累

計
額
を
控
除
す
る
形
式
で
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
金
銭
債
権
の
表
示
方
法
）

第
二
十
条

金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、
徴
収
不
能
引
当
金
の
額
を
控
除
し
た
残
額
を

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
銭
債
権
の

属
す
る
科
目
ご
と
に
、
徴
収
不
能
引
当
金
の
額
を
控
除
す
る
形
式
で
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
記
載
科
目
）

第
二
十
一
条

貸
借
対
照
表
に
記
載
す
る
科
目
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
様
式
）

第
二
十
二
条

貸
借
対
照
表
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

[

章
名
を
削
る
。]
第
三
章

事
業
活
動
収
支
計
算
及
び
事
業
活
動
収
支
計
算
書

第
三
節

事
業
活
動
収
支
計
算
書

[
節
名
を
付
す
る
。]



－12－

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
内
容
）

（
事
業
活
動
収
支
計
算
の
目
的
）

第
二
十
三
条

事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会
計
年
度
の
次
に
掲
げ
る
活
動
に

第
十
五
条

学
校
法
人
は
、
毎
会
計
年
度
、
当
該
会
計
年
度
の
次
に
掲
げ
る
活
動
に

対
応
す
る
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
瞭
に
表
示
す
る
と
と

対
応
す
る
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

も
に
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
基
本

に
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
基
本

金
に
組
み
入
れ
る
額
（
以
下
「
基
本
金
組
入
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
当
該

金
に
組
み
入
れ
る
額
（
以
下
「
基
本
金
組
入
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
当
該

会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
全
て
の
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
の

会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
全
て
の
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
の

均
衡
の
状
態
を
明
瞭
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

均
衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
事
業
活
動
収
支
計
算
を
行
う
も
の
と
す

る
。

一
～
三

[

略]

一
～
三

[

同
上]

（
事
業
活
動
収
支
計
算
の
方
法
）

（
事
業
活
動
収
支
計
算
の
方
法
）

第
二
十
四
条

事
業
活
動
収
入
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
の
学
校
法
人
の
負
債
と

第
十
六
条

事
業
活
動
収
入
は
、
当
該
会
計
年
度
の
学
校
法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い

な
ら
な
い
収
入
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

収
入
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
活
動
支
出
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
消
費
す
る
資
産
の
取
得

２

事
業
活
動
支
出
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価
額
及

価
額
及
び
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
用
役
の
対
価
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す

び
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
用
役
の
対
価
に
基
づ
い
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

３

[

略]

３

[

同
上]

（
勘
定
科
目
）

（
勘
定
科
目
）

第
二
十
五
条

学
校
法
人
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
つ
て
事
業
活
動
収
支
計

第
十
七
条

学
校
法
人
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
つ
て
事
業
活
動
収
支
計
算

算
書
を
作
成
す
る
た
め
必
要
な
勘
定
科
目
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

を
行
う
た
め
必
要
な
勘
定
科
目
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
）

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
）

第
二
十
六
条

事
業
活
動
収
支
計
算
書
に
は
、
第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
活
動
ご

第
十
八
条

事
業
活
動
収
支
計
算
書
に
は
、
第
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
活
動
ご
と
に

と
に
事
業
活
動
収
入
の
部
及
び
事
業
活
動
支
出
の
部
を
設
け
、
事
業
活
動
収
入
又

事
業
活
動
収
入
の
部
及
び
事
業
活
動
支
出
の
部
を
設
け
、
事
業
活
動
収
入
又
は

は
事
業
活
動
支
出
の
科
目
ご
と
に
当
該
会
計
年
度
の
決
算
の
額
を
予
算
の
額
と
対

事
業
活
動
支
出
の
科
目
ご
と
に
当
該
会
計
年
度
の
決
算
の
額
を
予
算
の
額
と
対
比
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比
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
記
載
科
目
）

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
記
載
科
目
）

第
二
十
七
条

[
略]

第
十
九
条

[

同
上]

（
当
年
度
収
支
差
額
等
の
記
載
）

（
当
年
度
収
支
差
額
等
の
記
載
）

第
二
十
八
条

第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
活
動
ご
と
の
当
該
会
計
年
度
の
収
支
差

第
二
十
条

第
十
五
条
各
号
に
掲
げ
る
活
動
ご
と
の
当
該
会
計
年
度
の
収
支
差
額

額
（
事
業
活
動
収
入
の
額
か
ら
事
業
活
動
支
出
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以

（
事
業
活
動
収
入
の
額
か
ら
事
業
活
動
支
出
の
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下

下
同
じ
。
）
は
、
事
業
活
動
支
出
の
部
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し
て
記
載
す
る

同
じ
。
）
は
、
事
業
活
動
支
出
の
部
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し
て
記
載
す
る
も

も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

２

当
該
会
計
年
度
の
経
常
収
支
差
額
（
第
二
十
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収

２

当
該
会
計
年
度
の
経
常
収
支
差
額
（
第
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支

支
差
額
に
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
を
加
算
し
た
額
を
い
う
。
以

差
額
に
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
を
加
算
し
た
額
を
い
う
。
以
下

下
同
じ
。
）
は
、
同
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し

同
じ
。
）
は
、
同
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し
て

て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

当
該
会
計
年
度
の
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
（
経
常
収
支
差
額
に
第
二

３

当
該
会
計
年
度
の
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
（
経
常
収
支
差
額
に
第
十

十
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
を
加
算
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同

五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
を
加
算
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
同
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し
て
記

じ
。
）
は
、
同
号
に
掲
げ
る
活
動
の
収
支
差
額
の
次
に
予
算
の
額
と
対
比
し
て
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

載
す
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

[

略]

４
・
５

[

同
上]

（
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
）

（
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
）

第
二
十
九
条

当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

第
二
十
一
条

当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

額
を
加
算
し
た
額
を
、
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
と
し
て
、
翌
会
計
年
度
に
繰
り
越

額
を
加
算
し
た
額
を
、
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
と
し
て
、
翌
会
計
年
度
に
繰
り
越

す
も
の
と
す
る
。

す
も
の
と
す
る
。

一
・
二

[

略]

一
・
二

[

同
上]

三

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
取
り
崩
し
た
基
本
金
の

三

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
取
り
崩
し
た
基
本
金

額

の
額
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（
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
の
記
載
）

（
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
の
記
載
）

第
三
十
条

[
略]

第
二
十
二
条

[

同
上]

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
様
式
）

（
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
様
式
）

第
三
十
一
条

事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
二
号
様
式
の
と
お
り
と
す

第
二
十
三
条

事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
五
号
様
式
の
と
お
り
と
す

る
。

る
。

（
事
業
活
動
収
支
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

[

条
を
削
る
。]

第
二
十
四
条

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
に
は
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に
記
載
さ
れ

る
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
並
び
に
基
本
金
組
入
額
の
決
算
の
額
を
第

十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
部
門
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
六
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

[

章
名
を
削
る
。]

第
四
章

貸
借
対
照
表

[

節
を
削
る
。]

第
一
節

資
産

（
資
産
の
評
価
）

第
二
十
五
条

資
産
の
評
価
は
、
取
得
価
額
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
と
比
較
し
て
著
し
く
低
い
価

額
で
取
得
し
た
資
産
又
は
贈
与
さ
れ
た
資
産
の
評
価
は
、
取
得
又
は
贈
与
の
時
に

お
け
る
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す

る
。

（
減
価
償
却
）

第
二
十
六
条

固
定
資
産
の
う
ち
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
を
減
少
す
る
も
の
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（
以
下
「
減
価
償
却
資
産
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却
を
行
な
う
も

の
と
す
る
。

２

減
価
償
却
資
産
の
減
価
償
却
の
方
法
は
、
定
額
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
有
価
証
券
の
評
価
換
え
）

第
二
十
七
条

有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
評
価
し
た
価

額
と
比
較
し
て
そ
の
時
価
が
著
し
く
低
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
回
復
が
可
能

と
認
め
ら
れ
る
と
き
を
除
き
、
時
価
に
よ
つ
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

（
徴
収
不
能
額
の
引
当
て
）

第
二
十
八
条

金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、
徴
収
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
徴
収
不
能
の
見
込
額
を
徴
収
不
能
引
当
金
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

[

節
を
削
る
。]

第
二
節

基
本
金

（
基
本
金
）

第
二
十
九
条

学
校
法
人
が
、
そ
の
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続

的
に
保
持
す
る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
事
業
活
動
収
入
の
う
ち

か
ら
組
み
入
れ
た
金
額
を
基
本
金
と
す
る
。

（
基
本
金
へ
の
組
入
れ
）

第
三
十
条

学
校
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
基
本
金
に
組

み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
法
人
が
設
立
当
初
に
取
得
し
た
固
定
資
産
（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
学
校
の
設
置
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
会
計
を
設
け
た
際
に
有
し
て
い
た
固
定
資
産
）
で
教

育
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
の
価
額
又
は
新
た
な
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
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校
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
若
し
く
は
既

設
の
学
校
の
規
模
の
拡
大
若
し
く
は
教
育
の
充
実
向
上
の
た
め
に
取
得
し
た
固

定
資
産
の
価
額

二

学
校
法
人
が
新
た
な
学
校
の
設
置
又
は
既
設
の
学
校
の
規
模
の
拡
大
若
し
く

は
教
育
の
充
実
向
上
の
た
め
に
将
来
取
得
す
る
固
定
資
産
の
取
得
に
充
て
る
金

銭
そ
の
他
の
資
産
の
額

三

基
金
と
し
て
継
続
的
に
保
持
し
、
か
つ
、
運
用
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の

額
四

恒
常
的
に
保
持
す
べ
き
資
金
と
し
て
別
に
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
額

２

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
基
本
金
へ
の
組
入
れ
は
、
固
定
資
産
の

取
得
又
は
基
金
の
設
定
に
係
る
基
本
金
組
入
計
画
に
従
い
行
う
も
の
と
す
る
。

３

学
校
法
人
が
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
固
定
資
産
を
借
入
金
（
学
校
債
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
未
払
金
（
支
払
手
形
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
借
入
金
又

は
未
払
金
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
借
入
金
又
は
未
払
金
の
返
済
又

は
支
払
（
新
た
な
借
入
金
又
は
未
払
金
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
つ
た
会
計

年
度
に
お
い
て
、
返
済
又
は
支
払
を
行
つ
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
基
本
金
へ

組
み
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
金
の
取
崩
し
）

第
三
十
一
条

学
校
法
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
で
基
本
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

そ
の
諸
活
動
の
一
部
又
は
全
部
を
廃
止
し
た
場
合

そ
の
廃
止
し
た
諸
活
動

に
係
る
基
本
金
へ
の
組
入
額

二

そ
の
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
固
定
資
産
を

有
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合

そ
の
固
定
資
産
の
価
額

三

前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
を
将
来
取
得
す
る
固
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定
資
産
の
取
得
に
充
て
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合

そ
の
金
銭
そ
の
他
の
資

産
の
額

四

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合

そ
の
事
由
に
係
る
基
本
金
へ
の

組
入
額

[

節
を
削
る
。]

第
三
節

貸
借
対
照
表
の
記
載
方
法
等

（
貸
借
対
照
表
の
記
載
方
法
）

第
三
十
二
条

貸
借
対
照
表
に
は
、
資
産
の
部
、
負
債
の
部
及
び
純
資
産
の
部
を
設

け
、
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の
科
目
ご
と
に
、
当
該
会
計
年
度
末
の
額
を
前
会

計
年
度
末
の
額
と
対
比
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
記
載
科
目
）

第
三
十
三
条

貸
借
対
照
表
に
記
載
す
る
科
目
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
重
要
な
会
計
方
針
等
の
記
載
方
法
）

第
三
十
四
条

引
当
金
の
計
上
基
準
そ
の
他
の
計
算
書
類
の
作
成
に
関
す
る
重
要
な

会
計
方
針
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
を
脚
注
（
注
記
事
項
を
計
算
書
類
の
末
尾
に

記
載
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
て
記
載
す
る
も

の
と
す
る
。

２

重
要
な
会
計
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
理
由
及
び
そ
の
変
更

に
よ
る
増
減
額
を
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
減
価
償
却
資
産
に
係
る
減
価
償
却
額
の
累

計
額
を
控
除
し
た
残
額
を
記
載
し
、
減
価
償
却
額
の
累
計
額
の
合
計
額
を
脚
注
と

し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
減
価
償

却
資
産
の
属
す
る
科
目
ご
と
に
、
減
価
償
却
額
の
累
計
額
を
控
除
す
る
形
式
で
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、
徴
収
不
能
引
当
金
の
額
を
控
除
し
た
残
額
を
記
載

し
、
徴
収
不
能
引
当
金
の
合
計
額
を
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
銭
債
権
の
属
す
る
科
目
ご
と
に
、
徴
収
不

能
引
当
金
の
額
を
控
除
す
る
形
式
で
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

担
保
に
供
さ
れ
て
い
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
額
を
脚
注
と
し
て

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

６

翌
会
計
年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行
う
こ
と
と

な
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
金
額
を
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

７

当
該
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い
て
第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
金
額
に

相
当
す
る
資
金
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
資
金
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
を
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

８

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
財
政
及
び
経
営
の
状
況
を
正
確
に
判
断
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
を
脚
注
と
し
て
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。

（
貸
借
対
照
表
の
様
式
）

第
三
十
五
条

貸
借
対
照
表
の
様
式
は
、
第
七
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
節

資
金
収
支
計
算
書

[

節
を
加
え
る
。]

（
資
金
収
支
計
算
書
の
内
容
）

第
三
十
二
条

資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
全
て

の
収
入
及
び
支
出
の
内
容
並
び
に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
（
現
金
及

び
い
つ
で
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
預
貯
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
収
入

及
び
支
出
の
て
ん
末
を
明
瞭
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
の
方
法
）
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第
三
十
三
条

資
金
収
入
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
の
収
入

並
び
に
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
収
入
で
前
会
計
年
度
以
前
の
会
計

年
度
に
お
い
て
支
払
資
金
の
収
入
と
な
つ
た
も
の
（
第
三
十
七
条
第
一
項
に
お
い

て
「
前
期
末
前
受
金
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る

収
入
で
翌
会
計
年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
支
払
資
金
の
収
入
と
な
る
べ
き

も
の
（
第
三
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
期
末
未
収
入
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

資
金
支
出
の
計
算
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金
の
支
出
並
び
に
当

該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
支
出
で
前
会
計
年
度
以
前
の
会
計
年
度
に
お

い
て
支
払
資
金
の
支
出
と
な
つ
た
も
の
（
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
前
期

末
前
払
金
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
支
出
で
翌

会
計
年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
支
払
資
金
の
支
出
と
な
る
べ
き
も
の
（
第

三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
期
末
未
払
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
勘
定
科
目
）

第
三
十
四
条

学
校
法
人
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
つ
て
資
金
収
支
計
算
書

を
作
成
す
る
た
め
必
要
な
勘
定
科
目
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
）

第
三
十
五
条

資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
収
入
の
部
及
び
支
出
の
部
を
設
け
、
収
入

又
は
支
出
の
科
目
ご
と
に
当
該
会
計
年
度
の
決
算
の
額
を
予
算
の
額
と
対
比
し
て

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
科
目
）

第
三
十
六
条

資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
す
る
科
目
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す

る
。



－20－

（
前
期
末
前
受
金
等
）

第
三
十
七
条

当
該
会
計
年
度
の
資
金
収
入
の
う
ち
前
期
末
前
受
金
及
び
期
末
未
収

入
金
は
、
収
入
の
部
の
控
除
科
目
と
し
て
、
資
金
収
支
計
算
書
の
収
入
の
部
に
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
会
計
年
度
の
資
金
支
出
の
う
ち
前
期
末
前
払
金
及
び
期
末
未
払
金
は
、
支

出
の
部
の
控
除
科
目
と
し
て
、
資
金
収
支
計
算
書
の
支
出
の
部
に
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。

（
資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
）

第
三
十
八
条

資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
三
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
の
記
載
方
法
等
）

第
三
十
九
条

活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
さ
れ

る
資
金
収
入
及
び
資
金
支
出
の
決
算
の
額
を
次
に
掲
げ
る
活
動
ご
と
に
区
分
し
て

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

教
育
活
動

二

施
設
若
し
く
は
設
備
の
取
得
又
は
売
却
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
活
動

三

資
金
調
達
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
活
動
以
外
の
活
動

２

活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
の
様
式
は
、
第
四
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
節

計
算
書
類
の
注
記

[

節
を
加
え
る
。]

第
四
十
条

計
算
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

引
当
金
の
計
上
基
準
そ
の
他
の
計
算
書
類
の
作
成
に
関
す
る
重
要
な
会
計
方

針
二

重
要
な
会
計
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
理
由
及
び
そ
の
変
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更
に
よ
る
増
減
額

三

固
定
資
産
に
つ
い
て
減
価
償
却
累
計
額
を
直
接
控
除
し
た
残
額
の
み
を
記
載

し
た
場
合
に
は
、
当
該
資
産
の
減
価
償
却
額
の
累
計
額
の
合
計
額

四

金
銭
債
権
に
つ
い
て
徴
収
不
能
引
当
金
を
直
接
控
除
し
た
残
額
の
み
を
記
載

し
た
場
合
に
は
、
徴
収
不
能
引
当
金
の
合
計
額

五

担
保
に
供
さ
れ
て
い
る
資
産
の
種
類
及
び
額

六

翌
会
計
年
度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行
う
こ
と

と
な
る
金
額

七

当
該
会
計
年
度
の
末
日
に
お
い
て
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
金
額

に
相
当
す
る
資
金
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
資
金
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策

八

セ
グ
メ
ン
ト
（
学
校
法
人
を
構
成
す
る
一
定
の
単
位
を
い
う
。
）
情
報

九

重
要
な
偶
発
債
務

十

子
法
人
に
関
す
る
事
項

十
一

学
校
法
人
の
出
資
に
よ
る
会
社
に
係
る
事
項

十
二

関
連
当
事
者
と
の
取
引
の
内
容
に
関
す
る
事
項

十
三

学
校
法
人
間
の
財
務
取
引

十
四

重
要
な
後
発
事
象

十
五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
財
政
及
び
経
営
の
状
況
を
正
確
に
判
断

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

第
六
節

附
属
明
細
書

[

節
名
を
付
す
る
。]

（
附
属
明
細
書
の
記
載
方
法
等
）

（
附
属
明
細
表
の
記
載
方
法
等
）

第
四
十
一
条

法
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
会
計
年
度
に
係

第
三
十
六
条

固
定
資
産
明
細
表
、
借
入
金
明
細
表
及
び
基
本
金
明
細
表
に
は
、
当

る
計
算
書
類
の
附
属
明
細
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

該
会
計
年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
、
借
入
金
及
び
基
本
金
の
増
減
の
状
況
、
事
由

等
を
そ
れ
ぞ
れ
第
八
号
様
式
、
第
九
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
に
従
つ
て
記
載
す
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る
も
の
と
す
る
。

一

固
定
資
産
明
細
書

[

号
を
加
え
る
。]

二

借
入
金
明
細
書

[

号
を
加
え
る
。]

三

基
本
金
明
細
書

[

号
を
加
え
る
。]

２

前
項
の
附
属
明
細
書
は
、
当
該
会
計
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し

[

項
を
加
え
る
。]

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
附
属
明
細
書
に
は
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
計
算
書
類
の
内
容
を

[

項
を
加
え
る
。]

補
足
す
る
重
要
な
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
附
属
明
細
書
の
様
式
）

第
四
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
附
属
明
細
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

[

条
を
加
え
る
。]

に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

固
定
資
産
明
細
書

第
五
号
様
式

二

借
入
金
明
細
書

第
六
号
様
式

三

基
本
金
明
細
書

第
七
号
様
式

第
四
章

財
産
目
録

[

章
を
加
え
る
。]

（
財
産
目
録
の
内
容
）

第
四
十
三
条

法
第
百
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財
産
目
録
は
、
当
該
会
計
年

度
末
現
在
（
学
校
法
人
が
成
立
し
た
日
に
お
け
る
財
産
目
録
は
、
当
該
学
校
法
人

が
成
立
し
た
日
）
に
お
け
る
全
て
の
資
産
及
び
負
債
に
つ
き
、
そ
の
名
称
、
数

量
、
金
額
等
を
詳
細
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
内
部
取
引
）

第
四
十
四
条

財
産
目
録
の
作
成
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
学
校
法
人
の
収
益
事
業
会

計
に
対
す
る
投
資
と
こ
れ
に
対
応
す
る
収
益
事
業
会
計
の
資
本
と
の
相
殺
消
去
そ
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の
他
必
要
と
さ
れ
る
事
業
相
互
間
の
項
目
の
相
殺
消
去
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
産
目
録
の
区
分
）

第
四
十
五
条

財
産
目
録
は
、
貸
借
対
照
表
の
区
分
に
準
じ
て
資
産
額
と
負
債
額
と

に
区
分
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

資
産
額
に
係
る
項
目
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
号
に
掲
げ
る
項
目
は
、
学
校
法
人
が
収
益
事
業
を
行
う
場
合
に
限
り
表

示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

基
本
財
産
（
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
又

は
こ
れ
ら
に
要
す
る
資
金
を
い
う
。
）

二

運
用
財
産
（
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
経
営
に
必
要
な
財
産
を
い

う
。
）

三

収
益
事
業
会
計
資
産
（
収
益
事
業
に
必
要
な
資
産
を
い
う
。
）

３

負
債
額
に
係
る
項
目
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
号
に
掲
げ
る
項
目
は
、
学
校
法
人
が
収
益
事
業
を
行
う
場
合
に
限
り
表

示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

固
定
負
債
（
別
表
第
一
に
お
け
る
大
科
目
「
固
定
負
債
」
に
計
上
す
る
負
債

を
い
う
。
）

二

流
動
負
債
（
別
表
第
一
に
お
け
る
大
科
目
「
流
動
負
債
」
に
計
上
す
る
負
債

を
い
う
。
）

三

収
益
事
業
会
計
負
債
（
収
益
事
業
に
必
要
な
負
債
を
い
う
。
）

（
財
産
目
録
の
金
額
）

第
四
十
六
条

財
産
目
録
の
金
額
は
、
貸
借
対
照
表
に
記
載
し
た
金
額
と
同
一
と
す

る
。

（
財
産
目
録
の
様
式
）
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第
四
十
七
条

財
産
目
録
の
様
式
は
、
第
八
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
章

会
計
監
査
人
非
設
置
知
事
所
轄
学
校
法
人
に
関
す
る
特
例

第
五
章

知
事
所
轄
学
校
法
人
に
関
す
る
特
例

（
計
算
書
類
の
作
成
に
関
す
る
特
例
）

[

条
を
削
る
。]

第
三
十
七
条

都
道
府
県
知
事
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
（
以
下
「
知
事
所
轄
学

校
法
人
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
区
分
資
金
収

支
計
算
書
又
は
基
本
金
明
細
表
（
高
等
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
活

動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
に
限
る
。
）
を
作
成
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
徴
収
不
能
引
当
て
の
特
例
）

（
徴
収
不
能
引
当
て
の
特
例
）

第
四
十
八
条

都
道
府
県
知
事
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
（
会
計
監
査
人
を
置
く

第
三
十
八
条

知
事
所
轄
学
校
法
人
（
高
等
学
校
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条

も
の
を
除
く
。
以
下
「
会
計
監
査
人
非
設
置
知
事
所
轄
学
校
法
人
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
二
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
徴
収
不
能
の
見

（
高
等
学
校
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
十
条

込
額
を
徴
収
不
能
引
当
金
に
繰
り
入
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
徴
収
不
能
の
見
込
額
を
徴
収
不
能
引
当
金
に
繰
り
入
れ

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
基
本
金
組
入
れ
に
関
す
る
特
例
）

（
基
本
金
組
入
れ
に
関
す
る
特
例
）

第
四
十
九
条

会
計
監
査
人
非
設
置
知
事
所
轄
学
校
法
人
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の

第
三
十
九
条

知
事
所
轄
学
校
法
人
は
、
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又

ず
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
基
本
金

は
一
部
を
基
本
金
に
組
み
入
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

に
組
み
入
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
計
算
書
類
の
作
成
に
関
す
る
特
例
）

第
五
十
条

会
計
監
査
人
非
設
置
知
事
所
轄
学
校
法
人
は
、
第
十
六
条
及
び
第
四
十

[
条
を
加
え
る
。]

一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算
書
又
は
基
本
金

明
細
書
（
高
等
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
活
動
区
分
資
金
収
支
計
算

書
に
限
る
。
）
を
作
成
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
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第
六
章

放
送
大
学
学
園
に
関
す
る
特
例

第
六
章

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
関
す

る
特
例

第
五
十
一
条

放
送
大
学
学
園
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
送
大
学

第
四
十
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校
法
人
（
法
附
則
第
二
条
第
一
項

学
園
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と

に
規
定
す
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
学
校
の
設
置
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
三

こ
ろ
に
よ
り
、
会
計
処
理
を
行
い
、
会
計
帳
簿
、
計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明
細

項
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
会
計
の
経
理
を
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
幼

書
並
び
に
財
産
目
録
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総

合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二

条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る

社
会
福
祉
法
人
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
十

二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
社
会

福
祉
法
人
会
計
の
基
準
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
。

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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－28－



－29－



－30－

別
表
第
二
中
「第

１
９

条

」
を
「第

２
７

条

」
に
、
「間

に
適

当
な

科
目

」
を
「間

に
適

当
な

中
科

目

」
に
、
「都

道
府

県
知

事
を

所
轄

庁
と

す
る

学
校

法
人

」
を
「会

計
監

査
人

非
設

置
知

事
所

轄
学

校
法

人

」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



－31－



－32－



－33－



－34－



－35－



－36－

第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



－37－



－38－



－39－



－40－



－41－



－42－



－43－



－44－



－45－

第
四
号
様
式
中
「第

１
４

条
の

２

」
を
「第

３
９

条

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



－46－



－47－



－48－



－49－



－50－



－51－



－52－

第
九
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
法
人
会
計
基
準
の
規
定
は
、
令
和
七
年
度
以
降
の
会
計
年
度
に
係
る
会
計

処
理
並
び
に
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
の

作
成
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
六
年
度
以
前
の
会
計
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

私
立
学
校
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
改

正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で

改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



－53－

改

正

後

改

正

前

（
会
計
監
査
報
告
の
内
容
）

（
会
計
監
査
報
告
の
内
容
）

第
三
十
四
条

[

略]

第
三
十
四
条

[

同
上]

一
～
三

[

略]

一
～
三

[

同
上]

四

第
二
号
の
意
見
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
報
告
書
及
び
そ
の
附
属
明
細
書
並
び

[

号
を
加
え
る
。]

に
財
産
目
録
（
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
貸
借
対
照
表
に
対
応
す
る
項
目
を
除

く
。
）
の
内
容
と
計
算
関
係
書
類
の
内
容
又
は
会
計
監
査
人
が
監
査
の
過
程
で

得
た
知
識
と
の
間
の
重
要
な
相
違
等
に
つ
い
て
、
報
告
す
べ
き
事
項
の
有
無
及

び
報
告
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
き
は
そ
の
内
容

五
・
六

[

略]

四
・
五

[

同
上]

２

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の

２

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の

事
項
の
う
ち
、
会
計
監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又

事
項
の
う
ち
、
会
計
監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又

は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

一
～
三

[

略]

一
～
三

[

同
上]

（
最
終
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
係
る
収
益
の
額
の
算
定
方
法
）

（
最
終
会
計
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
係
る
収
益
の
額
の
算
定
方
法
）

第
五
十
二
条

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
収
益
の

第
五
十
二
条

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
収
益
の

額
は
、
学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
十
六
条

額
は
、
学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
四
条
第

第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
決
算
の
項
事
業
活
動
収
入
計
欄
に

二
号
に
規
定
す
る
事
業
活
動
収
支
計
算
書
の
決
算
の
項
事
業
活
動
収
入
計
欄
に
計

計
上
し
た
額
（
同
項
中
収
益
事
業
収
入
欄
及
び
特
別
収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額
が

上
し
た
額
（
同
項
中
収
益
事
業
収
入
欄
及
び
特
別
収
入
計
欄
に
計
上
し
た
額
が
あ

あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
額
を
控
除
し
た
額
）
と
学
校
法
人
会
計
基
準
第
三
条
第

る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
額
を
控
除
し
た
額
）
と
学
校
法
人
会
計
基
準
第
三
条
に
規

一
項
に
規
定
す
る
収
益
事
業
会
計
に
経
常
的
な
収
益
の
額
と
し
て
計
上
し
た
額
の

定
す
る
収
益
事
業
会
計
に
経
常
的
な
収
益
の
額
と
し
て
計
上
し
た
額
の
合
計
額
と

合
計
額
と
す
る
。

す
る
。
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備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



－55－

（
文
部
科
学
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

文
部
科
学
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。



－56－

改

正

後

改

正

前

第
十
二
条

協
力
学
校
法
人
は
、
法
第
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
支
予
算

第
十
二
条

協
力
学
校
法
人
は
、
法
第
二
十
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
支
予
算

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
協
力
地
方
公
共
団
体
の
長
が
定
め
る
期
日

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
協
力
地
方
公
共
団
体
の
長
が
定
め
る
期
日

ま
で
に
、
資
金
収
支
予
算
書
及
び
事
業
活
動
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、
協
力
地
方

ま
で
に
、
資
金
収
支
予
算
書
及
び
消
費
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、
協
力
地
方
公
共

公
共
団
体
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

団
体
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
別
表
第
二
及
び

２

学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
別
表
第
一
及
び

別
表
第
三
の
規
定
は
、
前
項
の
資
金
収
支
予
算
書
及
び
事
業
活
動
収
支
予
算
書
に

別
表
第
二
の
規
定
は
、
前
項
の
資
金
収
支
予
算
書
及
び
消
費
収
支
予
算
書
に
記
載

記
載
す
る
科
目
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
別
表
第
二
中

す
る
科
目
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
別
表
第
一
中
「地

「協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金

「協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

「地
方

公
共

団
体

補
助

金

」
と
あ
る
の
は

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

」
と
あ
る
の
は

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

「協
力

地

「協
力

地

と
、
同
令
別
表
第
三
中
「地

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

」
と
あ
る
の
は

と
、
同
令
別
表
第
二
中
「地

方
公

共
団

体
補

助
金

」
と
あ
る
の
は

そ
の

他
入

」

そ
の

他

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

方
公

共
団

体
補

助
金

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
地

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

」

の
地

方
公

共
団

体
補

助
金

」

第
十
三
条

法
第
二
十
条
第
九
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
助
成
を
受
け
る
協

第
十
三
条

学
校
法
人
会
計
基
準
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
九
項
又
は
第
十
二
項

力
学
校
法
人
に
対
す
る
学
校
法
人
会
計
基
準
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令

の
規
定
に
よ
り
助
成
を
受
け
る
協
力
学
校
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

「協
力

地
方

公
共

団
体

補

に
お
い
て
、
同
令
第
一
条
第
一
項
中
「
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法

別
表
第
二
中
「地

方
公

共
団

体
補

助
金

」
と
あ
る
の
は

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
律
第
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校

助
金

法
人
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九

と
、
同
令
別
表
第
三
中
「地

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

」
と
あ
る
の

体
補

助
金

」

号
）
第
二
十
条
第
十
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
私
立
学
校
振
興
助
成

「協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

「

法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一

は

と
、
同
令
第
二
号
様
式
中
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そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

」

項
に
規
定
す
る
協
力
学
校
法
人
」
と
、
同
令
別
表
第
一
中
「地

方
公

共
団

体
補

助

「

協
力

「協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入
地

方
公

共
団

体
補

助
金

」
と
あ
る
の
は

金
収

入

」
と
あ
る
の
は

と
、
同
令
別

そ
の

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

」

「協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

地
方

公
共

団
体

補
助

金

表
第
二
中
「地

方
公

共
団

体
補

助
金

」
と
あ
る
の
は

と
、
同
令
第
三
号

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金

」

金

「

と
、
同
令
第
一
号
様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

「

補
助

金

」

様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

と
あ

」

「

協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

「

と
あ
る
の
は

協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金

る
の
は

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

「

と
、
同
令
第
二
号
様
式
中

地
方

公
共

「

収
入

と
、
同
令
第
四
号
様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金

」

」

団
体

補
助

金
収

入

「

協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金

と
あ
る
の
は

「

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
協

力
地

方
公

共
団

体
補

助
金

収
入

と
あ
る
の
は

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

と
す
る
。

」

と
、
同
令

」

「

第
四
号
様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金

」

「

協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金

と
あ
る
の
は

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
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「

と
、
同
令
第
五
号
様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金

」

「

協

と
あ
る
の
は

」

そ

力
地

方
公

共
団

体
補

助
金

の
他

の
地

方
公

共
団

体
補

助
金

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
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（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
の
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
適
用
の
一
般
原
則
）

（
適
用
の
一
般
原
則
）

第
一
条

私
立
学
校
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
一
条

私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い

り
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
算
書
類
の
う
ち
財

う
。
）
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
作
成
し

務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
う
ち
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
つ

ろ
に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
の
省
令
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公

い
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
の
省
令
に
定
め
の

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に
従
う
も
の
と
す
る
。

な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に

従
う
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
」
と
は
、
金
融
商
品
取

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
」
と
は
、
金
融
商
品
取

引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る

引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る

証
券
若
し
く
は
証
書
を
発
行
し
、
若
し
く
は
発
行
し
よ
う
と
し
、
又
は
同
令
第
一

証
券
若
し
く
は
証
書
を
発
行
し
、
若
し
く
は
発
行
し
よ
う
と
し
、
又
は
同
令
第
一

条
の
三
の
四
に
規
定
す
る
権
利
を
有
価
証
券
と
し
て
発
行
し
、
若
し
く
は
発
行
し

条
の
三
の
四
に
規
定
す
る
権
利
を
有
価
証
券
と
し
て
発
行
し
、
若
し
く
は
発
行
し

よ
う
と
す
る
学
校
法
人
等
（
法
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
及
び
法
第
百
五
十

よ
う
と
す
る
学
校
法
人
等
（
法
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
及
び
法
第
六
十
四

二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
証
券

条
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
証
券
若

若
し
く
は
当
該
証
書
又
は
当
該
権
利
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三

し
く
は
当
該
証
書
又
は
当
該
権
利
に
つ
い
て
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年

年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
募
集
又
は
同
条
第
四
項
に
規

法
律
第
二
十
五
号
）
に
規
定
す
る
募
集
又
は
売
出
し
を
行
う
も
の
を
い
う
。

定
す
る
売
出
し
を
行
う
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
」
と
は
、
法
第
百
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
」
と
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

計
算
書
類
の
う
ち
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
（
損
益
計
算
書
、
純
資
産
変
動

る
書
類
の
う
ち
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
（
損
益
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計

計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
附
属
明
細
表
に
限
る
。
）
を
い

算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
附
属
明
細
表
に
限
る
。
）
を
い
う
。

う
。
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３
～
５

[

略]

３
～
５

[

同
上]

６

前
項
に
規
定
す
る
「
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と

６

前
項
に
規
定
す
る
「
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
（
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み

て
他
の
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と

て
他
の
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

一

[

略]

一

[

同
上]

二

会
社
等
の
議
決
権
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
以
下
を
自
己
の
計
算
に

二

会
社
等
の
議
決
権
の
百
分
の
四
十
以
上
百
分
の
五
十
以
下
を
自
己
の
計
算
に

お
い
て
所
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

お
い
て
所
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

か
に
該
当
す
る
場
合

イ
～
ハ

[

略]

イ
～
ハ

[

同
上]

ニ

当
該
会
社
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て

ニ

当
該
会
社
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て

い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総

い
る
も
の
に
限
る
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
額
の
過
半
に
つ
い

額
の
過
半
に
つ
い
て
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下

て
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
っ

同
じ
。
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取

て
い
る
こ
と
（
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊

引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金

密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の

調
達
額
の
総
額
の
過
半
と
な
る
場
合
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

過
半
と
な
る
場
合
を
含
む
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

ホ

[

略]

ホ

[

同
上]

三

[

略]

三

[

同
上]

７
～

[

略]

７
～

[

同
上]

11

11

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
関
連
当
事
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
関
連
当
事
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

12

12

一
～
六

[

略]
一
～
六

[

同
上]

七

職
員
の
た
め
の
企
業
年
金
等
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
と
重
要
な
取
引

七

職
員
（
校
長
及
び
教
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
た
め
の
適
格
退
職
年
金

（
掛
金
の
拠
出
を
除
く
。
）
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

等
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
と
重
要
な
取
引
（
掛
金
の
拠
出
を
除
く
。
）
を

行
う
場
合
に
限
る
。
）

[

略]
[

同
上]

13

13
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こ
の
省
令
に
お
い
て
「
資
金
」
と
は
、
現
金
（
当
座
預
金
、
普
通
預
金
そ
の
他

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
資
金
」
と
は
、
現
金
（
当
座
預
金
、
普
通
預
金
そ
の
他

14

14

預
金
者
が
一
定
の
期
間
を
経
る
こ
と
な
く
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
預
金
を
含

預
金
者
が
一
定
の
期
間
を
経
る
こ
と
な
く
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
預
金
を
含

む
。
第
五
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
現
金
同
等
物
（
容
易
に
換
金
す
る
こ
と
が

む
。
以
下
第
五
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
現
金
同
等
物
（
容
易
に
換
金
す
る
こ

可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
価
値
の
変
動
の
リ
ス
ク
が
低
い
短
期
的
な
有
価
証
券
等
の

と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
価
値
の
変
動
の
リ
ス
ク
が
低
い
短
期
的
な
有
価
証
券

投
資
を
い
う
。
同
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
流

等
の
投
資
を
い
う
。
以
下
同
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
第
三
十
六
条
に
よ

動
資
産
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。

り
規
定
す
る
流
動
資
産
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。

～

[

略]

～

[

同
上]

15

17

15

17

（
繰
延
資
産
の
範
囲
）

（
繰
延
資
産
の
範
囲
）

第
三
十
三
条

学
校
債
発
行
費
（
学
校
債
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
行
う
消
費

第
三
十
三
条

学
校
債
発
行
費
（
学
校
債
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
行
う
消
費

貸
借
契
約
に
よ
る
借
入
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
い

貸
借
契
約
に
よ
る
借
入
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
い

う
。
）
及
び
開
設
費
（
学
校
（
法
第
百
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
専
修
学

う
。
）
及
び
開
設
費
（
学
校
の
開
設
準
備
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用
を
い
う
。
）

校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
あ
っ
て
は
当
該
専
修
学
校
又
は
各
種

は
、
繰
延
資
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

学
校
を
含
み
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
法
人
に
あ
っ
て
は
専
修
学
校
又
は
各
種

学
校
と
す
る
。
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
設
準
備
の
た
め
に

支
出
し
た
費
用
を
い
う
。
）
は
、
繰
延
資
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

（
収
益
事
業
の
注
記
）

（
収
益
事
業
の
注
記
）

第
五
十
一
条

収
益
事
業
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規

第
五
十
一
条

収
益
事
業
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
寄
附
行
為
に
定
め
て
行
う

定
に
よ
り
行
う
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
固
有

収
益
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
固
有
の
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の

の
資
産
、
負
債
及
び
純
資
産
の
額
は
、
貸
借
対
照
表
の
科
目
別
に
注
記
し
な
け
れ

額
は
、
貸
借
対
照
表
の
科
目
別
に
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
記
を
省
略
す

性
の
乏
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
記
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
基
本
金
に
関
す
る
注
記
）

（
基
本
金
に
関
す
る
注
記
）
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第
五
十
二
条

学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
十

第
五
十
二
条

学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
二

二
条
に
規
定
す
る
基
本
金
に
つ
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
日
に
お
け
る
合
計
額
を
注

十
九
条
に
規
定
す
る
基
本
金
に
つ
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
日
に
お
け
る
合
計
額
を

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
収
益
又
は
事
業
費
用
の
範
囲
）

（
事
業
収
益
又
は
事
業
費
用
の
範
囲
）

第
五
十
五
条

教
育
研
究
・
附
属
事
業
収
益
又
は
教
育
研
究
・
附
属
事
業
費
用
は
、

第
五
十
五
条

教
育
研
究
・
附
属
事
業
収
益
又
は
教
育
研
究
・
附
属
事
業
費
用
は
、

教
育
研
究
事
業
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
設
置
す
る
学
校
の
事
業
を
い
う
。

教
育
研
究
事
業
（
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
設
置
す
る
学
校
（
法
第
六
十
四
条

第
六
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
附
属
事
業
（
病
院
、
農
場
そ
の
他
の
有
価
証

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
あ
っ

券
発
行
学
校
法
人
が
設
置
す
る
学
校
の
附
属
施
設
及
び
附
属
機
関
の
事
業
を
い

て
は
当
該
専
修
学
校
又
は
当
該
各
種
学
校
を
含
み
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
法

う
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
活
動
か
ら
生
じ
る
収
益
又
は
費
用
と
す

人
に
あ
っ
て
は
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

る
。

じ
。
）
の
事
業
を
い
う
。
第
六
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
附
属
事
業
（
病

院
、
農
場
そ
の
他
の
有
価
証
券
発
行
学
校
法
人
が
設
置
す
る
学
校
の
附
属
施
設
及

び
附
属
機
関
の
事
業
を
い
う
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
活
動
か
ら
生
じ

る
収
益
又
は
費
用
と
す
る
。

２

[

略]

２

[

同
上]

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。



－64－

（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
元
年
文
部
科
学
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改

正

後

改

正

前

第
三
条

[

略]

第
三
条

[

同
上]

一

[

略]

一

[

同
上]

二

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
ハ
に
該
当
す
る
こ
と
。

二

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
ハ
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

大
学
等
の
設
置
者
の
直
前
三
年
の
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

イ

大
学
等
の
設
置
者
の
直
前
三
年
の
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類
に
お
い
て
、
学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類
に
お
い
て
、
学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭
和
四
十
六

年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
会
計
年
度

年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
会
計
年
度
の

の
経
常
収
支
差
額
（
学
校
法
人
等
以
外
の
大
学
等
の
設
置
者
に
あ
っ
て
は
、

経
常
収
支
差
額
（
学
校
法
人
等
以
外
の
大
学
等
の
設
置
者
に
あ
っ
て
は
、
こ

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
が
零
以
上
で
あ
る
こ
と
。

れ
に
準
ず
る
も
の
）
が
零
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

大
学
等
の
設
置
者
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
又
は
こ
れ
に
準
ず

ロ

大
学
等
の
設
置
者
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
書
類
に
お
い
て
、

に
掲
げ
る
資
産
の
合
計
額
か
ら

に
掲
げ
る
負
債
の

る
書
類
に
お
い
て
、

に
掲
げ
る
資
産
の
合
計
額
か
ら

に
掲
げ
る
負
債
の

（１）

（２）

（１）

（２）

合
計
額
を
控
除
し
た
額
（
学
校
法
人
等
以
外
の
大
学
等
の
設
置
者
に
あ
っ
て

合
計
額
を
控
除
し
た
額
（
学
校
法
人
等
以
外
の
大
学
等
の
設
置
者
に
あ
っ
て

は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
が
零
以
上
で
あ
る
こ
と
。

は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
が
零
以
上
で
あ
る
こ
と
。

学
校
法
人
会
計
基
準
別
表
第
一
に
規
定
す
る
特
定
資
産
、
そ
の
他
の
固

学
校
法
人
会
計
基
準
別
表
第
三
に
規
定
す
る
特
定
資
産
、
そ
の
他
の
固

（１）

（１）

定
資
産
の
う
ち
有
価
証
券
並
び
に
流
動
資
産
の
う
ち
現
金
預
金
及
び
有
価

定
資
産
の
う
ち
有
価
証
券
並
び
に
流
動
資
産
の
う
ち
現
金
預
金
及
び
有
価

証
券
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
運
用
資
産
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該

証
券
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
運
用
資
産
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該

学
校
法
人
等
が
追
加
又
は
細
分
し
た
小
科
目
で
あ
っ
て
運
用
資
産
に
準
ず

学
校
法
人
等
が
追
加
又
は
細
分
し
た
小
科
目
で
あ
っ
て
運
用
資
産
に
準
ず

る
も
の

る
も
の

学
校
法
人
会
計
基
準
別
表
第
一
に
規
定
す
る
固
定
負
債
の
う
ち
長
期
借

学
校
法
人
会
計
基
準
別
表
第
三
に
規
定
す
る
固
定
負
債
の
う
ち
長
期
借

（２）

（２）

入
金
、
学
校
債
及
び
長
期
未
払
金
並
び
に
流
動
負
債
の
う
ち
短
期
借
入

入
金
、
学
校
債
及
び
長
期
未
払
金
並
び
に
流
動
負
債
の
う
ち
短
期
借
入

金
、
１
年
以
内
償
還
予
定
学
校
債
、
手
形
債
務
及
び
未
払
金
（
以
下
こ
の

金
、
１
年
以
内
償
還
予
定
学
校
債
、
手
形
債
務
及
び
未
払
金
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
外
部
負
債
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
学
校
法
人
等
が
追

号
に
お
い
て
「
外
部
負
債
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
学
校
法
人
等
が
追

加
又
は
細
分
し
た
小
科
目
で
あ
っ
て
外
部
負
債
に
準
ず
る
も
の

加
又
は
細
分
し
た
小
科
目
で
あ
っ
て
外
部
負
債
に
準
ず
る
も
の
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ハ
[

略]

ハ

[

同
上]

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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○
文
部
科
学
省
令
第
二
十
九
号

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
法
附
則
第
二

条
第
二
項
及
び
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

私
立
学
校
振
興
助
成
法
施
行
規
則

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
一
条

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
報
告
の
作
成
に

つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

法
第
十
四
条
第
二
項
の
監
査
を
行
う
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六

条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

監
査
法
人
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び

監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
が
公
正
不
偏
の
態
度
及

び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し

て
は
な
ら
な
い
。

imai-h
テキストボックス
別添２
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一

当
該
学
校
法
人
の
理
事
、
監
事
及
び
職
員

二

そ
の
他
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

（
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
）

第
二
条

法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
へ
の
書
類
の
提
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
活
動
収
支
内
訳
表

二

資
金
収
支
内
訳
表

三

人
件
費
支
出
内
訳
表

四

人
件
費
支
出
内
訳
表
が
第
五
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
公
認
会
計
士

又
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
そ
の
他
の
所
轄
庁
が
定
め
る
書
類

（
事
業
活
動
収
支
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

第
三
条

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
活
動
収
支
内
訳
表
に
は
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
学
校
法
人
会
計
基
準
（
昭

和
四
十
六
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
十
六
条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
収
支
計
算
書
を
い
う
。
）
に
記
載
さ

れ
る
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支
出
並
び
に
基
本
金
組
入
額
の
決
算
の
額
を
次
に
掲
げ
る
部
門
ご
と
に
区
分
し

て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

学
校
法
人
（
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
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二

各
学
校
（
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
を
含
み
、
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三

研
究
所

四

各
病
院

五

農
場
、
演
習
林
そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
の
規
模
に
相
当
す
る
規
模
を
有
す
る
各
施
設

２

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
資
金
収
支
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

第
四
条

第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
資
金
収
支
内
訳
表
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
（
学
校
法
人
会
計
基
準
第
十
六
条
第

二
号
ロ
に
掲
げ
る
資
金
収
支
計
算
書
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
附
則
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
記
載

さ
れ
る
収
入
及
び
支
出
で
当
該
会
計
年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
も
の
の
決
算
の
額
を
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
部
門

ご
と
に
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
部
門
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
二
以
上
の
学
部
を
置
く
大
学
に
あ
っ
て
は
学
部

（
当
該
学
部
の
専
攻
に
対
応
す
る
大
学
院
の
研
究
科
、
専
攻
科
及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
、
二
以
上
の
学
科
を
置
く

短
期
大
学
に
あ
っ
て
は
学
科
（
当
該
学
科
の
専
攻
に
対
応
す
る
専
攻
科
及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
、
二
以
上
の
課
程

を
置
く
高
等
学
校
に
あ
っ
て
は
課
程
（
当
該
課
程
に
対
応
す
る
専
攻
科
及
び
別
科
を
含
む
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
細
分
し

て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
学
部
の
専
攻
に
対
応
し
な
い
大
学
院
の
研
究
科
は
大
学
の

学
部
と
み
な
す
。
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３

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
三
条
に
規
定
す
る
大
学
に
係
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
当
該
大
学
に
置
く
大
学
院
の
研
究
科
は
大
学
の
学
部
と
み
な
す
。

４

通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
大
学
に
係
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
教
育
を
担
当
す
る
機
関
は
大

学
の
学
部
又
は
短
期
大
学
の
学
科
と
み
な
す
。

５

資
金
収
支
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
二
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
人
件
費
支
出
内
訳
表
の
記
載
方
法
等
）

第
五
条

第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
人
件
費
支
出
内
訳
表
に
は
、
資
金
収
支
計
算
書
に
記
載
さ
れ
る
人
件
費
支
出
の
決

算
の
額
の
内
訳
を
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
部
門
ご
と
に
区
分
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
載
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

人
件
費
支
出
内
訳
表
の
様
式
は
、
第
三
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
会
計
年
度
に
係
る
法
第
十
四
条
第
一
項

（
法
附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
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の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
学
校
法
人
（
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等

（
法
附
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及

び
法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
開
始
し
た
会
計
年
度
に
係
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
学
校
法

人
の
貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
、
収
支
予
算
書
及
び
監
査
報
告
書
の
作
成
及

び
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
社
会
福
祉
法
人
に

対
す
る
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
規
定
中
学
校
法
人
に
は
、
当
分
の
間
、
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
法

附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
に
係
る
第
一

条
及
び
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
条
第
一
項

第
十
四
条
第
三
項

附
則
第
二
条
第
二
項
又
は
第
二
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
法
第
十
四
条
第
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三
項

第
一
条
第
二
項

第
十
四
条
第
二
項

附
則
第
二
条
第
二
項
又
は
第
二
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法

第
十
四
条
第
二
項

第
二
条

第
十
四
条
第
四
項

附
則
第
二
条
第
二
項
又
は
第
二
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法

第
十
四
条
第
四
項

所
轄
庁

都
道
府
県
知
事

（
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
社
会
福
祉
法
人
の

特
別
の
会
計
に
係
る
書
類
の
作
成
方
法
等
）

第
四
条

学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
は
、
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
会
計
に

つ
い
て
、
学
校
法
人
会
計
基
準
の
規
定
に
従
い
、
会
計
処
理
を
行
い
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
並
び
に
こ
れ

ら
の
附
属
明
細
書
並
び
に
収
支
予
算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
会
計
に
つ
い
て
、
学
校

法
人
会
計
基
準
の
規
定
又
は
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
法
人
会
計
の
基
準
に
従
い
、
会
計
処
理
を

行
い
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
並
び
に
収
支
予
算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
法
附
則
第
二

条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
に
係
る
学
校
法
人
会
計
基
準
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
の
規
定
の
う
ち

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
条
第
二
項

法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
専
修
学
校
又
は

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律

各
種
学
校
の
設
置
の
み
を
目
的
と
す
る
法
人

第
六
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定

を
含
む
。

す
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設

置
者
等
で
あ
つ
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
特
別
の
会
計
の
経
理
を
す
る
も
の
及
び
同

法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法

人
で
あ
つ
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特

別
の
会
計
の
経
理
を
す
る
も
の
を
含
む
。
第

四
項
、
第
五
項
、
第
四
章
及
び
第
六
章
を
除

き
、

会
計
帳
簿
、
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
及
び

計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
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収
支
計
算
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
そ
の
附
属
明

そ
の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録

細
書

第
六
条
第
一
項

法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
法

私
立
学
校
振
興
助
成
法
附
則
第
二
条
第
三
項

人
が
作
成
す
べ
き

又
は
第
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特

別
の
会
計
に
係
る

第
八
条
第
二
項

定
額
法

定
額
法
又
は
定
率
法

第
十
三
条
第
一
項

設
立
当
初
に
取
得
し
た

私
立
学
校
振
興
助
成
法
附
則
第
二
条
第
三
項

第
一
号

又
は
第
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特

別
の
会
計
を
設
け
た
際
に
有
し
て
い
た

第
十
六
条
及
び
第

法
第
百
三
条
第
二
項

私
立
学
校
振
興
助
成
法
附
則
第
二
条
第
二
項

四
十
一
条
第
一
項

又
は
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項

第
四
十
八
条

都
道
府
県
知
事
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人

学
校
法
人

（
会
計
監
査
人
を
置
く
も
の
を
除
く
。
以
下

「

会

計

監

査

人

非

設

置

知

事

所

轄

学

校

法

人
」
と
い
う
。
）
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第
四
十
九
条
、
第

会
計
監
査
人
非
設
置
知
事
所
轄
学
校
法
人

学
校
法
人

五
十
条
、
別
表
第

一
、
別
表
第
二
及

び
別
表
第
三

４

法
附
則
第
二
条
第
二
項
又
は
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
が
初
め
て
適
用
さ
れ
る
学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社

会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
二
条
第
二
項
又
は
第
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
が
初
め
て
適
用
さ
れ
る
会
計
年
度
に
お
け
る
会
計
処
理
（
資
金
収
支
計
算
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
並
び
に
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
（
資
金
収
支
計
算
書
を
除
く
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
並
び
に
事
業
活
動
収
支
内
訳
表
の
作
成
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

学
校
法
人
以
外
の
私
立
の
幼
稚
園
の
設
置
者
等
及
び
法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
社
会
福
祉
法
人
が
前
項
に
規

定
す
る
会
計
年
度
の
末
日
に
有
し
て
い
る
資
産
に
係
る
評
価
及
び
減
価
償
却
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
学
校
法
人
会
計
基
準
第
七
条
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同

令
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
部
科
学
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

文
部
科
学
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
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次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

私
立
学
校
振
興
助
成
法
施
行
規
則
（
令
和
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
九
号
）
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四
条
第

一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
九
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定

に
よ
り
助
成
を
受
け
る
協
力
学
校
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
二
条
中
「
法
第
十

四
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
私
立
学
校
振
興

助
成
法
第
十
四
条
第
四
項
本
文
」
と
、
「
所
轄
庁
」
と
あ
る
の
は
「
協
力
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
、
同
令
第
一

「

号
様
式
中

地
方

公
共

団
体

補
助

金「
協

力
地

方
公

共
団

体
補

助
金

と
あ
る
の
は

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金

「

と
、
同
令
第
二
号
様
式
中

地
方

公
共

団

」

体
補

助
金

収
入
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「

協
力

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入

と
あ
る
の
は

」

そ
の

他
の

地
方

公
共

団
体

補
助

金
収

入と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
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私立学校法の一部を改正する法律案の概要私立学校法の一部を改正する法律の概要

趣旨

我が国の公教育を支える私立学校が、社会の信頼を得て、一層発展していくため、社会の要請に応え得る実効性のあるガバナンス改革を推進
するための制度改正を行う。
幅広い関係者の意見の反映、逸脱した業務執行の防止を図るため、理事、監事、評議員及び会計監査人の資格、選任及び解任の手続等
並びに理事会及び評議員会の職務及び運営等の学校法人の管理運営制度に関する規定や、理事等の特別背任罪等の罰則について定める。

概要

「執行と監視・監督の役割の明確化・分離」の考え方から、理事・理事会、監事及び評議員・評議員会の権限分配を整理し、私立学校の特性
に応じた形で「建設的な協働と相互けん制」を確立。

⚫ 理事選任機関を寄附行為で定める。理事の選任に当たって、理事選任機関はあらかじめ評議員会の意見を聴くこととする。 (第29条、第30条関係)

⚫ 理事長の選定は理事会で行う。 (第37条関係)

① 理事・理事会

１．役員等の資格・選解任の手続等と各機関の職務・運営等の管理運営制度の見直し

⚫ 監事の選解任は評議員会の決議によって行い、役員近親者の就任を禁止する。 (第31条、第45条、第46条、第48条関係)

② 監事

⚫ 理事と評議員の兼職を禁止し、評議員の下限定数は、理事の定数を超える数まで引き下げる。 (第18条、第31条関係)

⚫ 理事・理事会により選任される評議員の割合や、評議員の総数に占める役員近親者及び教職員等の割合に一定の上限を設ける。 (第62条関係)

⚫ 評議員会は、選任機関が機能しない場合に理事の解任を選任機関に求めたり、監事が機能しない場合に理事の行為の差止請求・責任追及を
監事に求めたりすることができることとする。 (第33条、第67条、第140条関係)

③ 評議員・評議員会

⚫ 大学・高等専門学校を設置する大臣所轄学校法人等では、会計監査人による会計監査を制度化し、その選解任の手続や欠格要件等を定める。
(第80条～第87条、第144条関係)

④ 会計監査人

2．学校法人の意思決定の在り方の見直し ３．その他

施行日・経過措置

令和７年４月１日（評議員会の構成等については経過措置を設ける）

⚫ 監事・会計監査人に子法人の調査権限を付与する。(第53条、第86条関係)
⚫ 会計、情報公開、訴訟等に関する規定を整備する。

(第101条～第107条、第137条～第142条、第149条、第151条関係)

⚫ 役員等による特別背任、目的外の投機取引、贈収賄及び不正手段で
の認可取得についての罰則を整備する。 (第157条～第162条関係)

⚫ 大臣所轄学校法人等においては、学校法人の基礎的変更に係る事項

（任意解散・合併）及び寄附行為の変更（軽微な変更を除く。）に

つき、理事会の決定に加えて評議員会の決議を要することとする。
(第150条関係)
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2

学校法人会計基準（昭和46年文部省令第18号）の改正について

私立学校法の一部を改正する法律（令和５年法律第21号）により、補助金の適正配分を主な目的として私立

学校振興助成法に位置づけられていた学校法人会計基準は、ガバナンス強化の観点から、ステークホルダーへの情報
開示を主な目的とする基準として、私立学校法に位置づけられたことを踏まえ、各種規定を整備する。

趣旨

改正のポイント

学校法人が作成しなければならない各会計

年度に係る計算書類、附属明細書は次の

とおりとする。

１．計算書類及び附属明細書 ２．注記事項 ３．財産目録

５．その他

４．会計監査人非設置知事所轄

学校法人に関する特例

施行日：令和７年４月１日

計算書類

◼ 貸借対照表

◼ 事業活動収支計算書

◼ 資金収支計算書

◼ 資金収支計算書に基づき作成する

活動区分資金収支計算書

附属明細書

◼ 固定資産明細書

◼ 借入金明細書

◼ 基本金明細書

計算書類には、次に掲げる事項を注記する

こととする。

① 重要な会計方針

② 重要な会計方針の変更

③ 減価償却額の累計額の合計額

④ 徴収不能引当金の合計額

⑤ 担保提供資産の種類及び額

⑥ 基本金未組入高

⑦ 第４号基本金に相当する資金を有して

いない場合、その旨及び対策

⑧ セグメント情報

⑨ 重要な偶発債務

⑩ 子法人に関する事項

⑪ 学校法人の出資による会社に係る事項

⑫ 関連当事者との取引

⑬ 学校法人間の財務取引

⑭ 重要な後発事象

⑮ 前各号に掲げるもののほか、財政及び経

営の状況を正確に判断するために必要

な事項

財産目録の作成基準として、内容、区分、

金額、様式等を規定することとする。

改正前の「知事所轄学校法人に関する特

例」の内容を維持しつつ、会計監査人を設置

する知事所轄学校法人は特例を適用しない

こととする。

• 「セグメント情報」は、大臣が所掌する大

学、短期大学、高等専門学校はそれぞ

れ独立した収支が見えるようになる。

• 「子法人に関する事項」は、改正私立学

校法を踏まえて、子法人に対するガバナン

ス強化の観点から設けている。

（※）改正前の学校法人会計基準により作成を求めていた「事業活動収支内訳表」「資金収支内訳表」「人件費支出内訳表」は、 、学校法人会計基準から削除のうえ、
私立学校振興助成法に基づく書類と位置付けた。（次ページ参照）



私立学校振興助成法施行規則の制定等について

所轄庁への書類の提出は、次の書類を添付してすることとする。

① 事業活動収支内訳表

② 資金収支内訳表

③ 人件費支出内訳表

④ 公認会計士又は監査法人の監査報告その他の所轄庁が定める書類

3

施行日：令和７年４月１日

私立学校法の一部を改正する法律（令和５年法律第21号）附則第19条により、私立学校振興助成法による

委任を受けた、監査報告及び所轄庁への書類提出に関する各種規定を施行規則として整備する。
併せて、文部科学大臣を所轄庁とする学校法人に係る私立学校振興助成法施行規則第２条第４号に掲げる所

轄庁が定める書類を、告示にて定める。

趣旨

制定のポイント

（２）事業活動収支内訳表、資金収支内訳表、人件費支出内訳表の記載方法等（施行規則第３条、第４条、第５条）

２．所轄庁への書類提出関係

改正前の学校法人会計基準において規定されていた内容を引き継ぐこととする。（各書類の様式も同様）

１．監査報告関係（施行規則第１条）

監査を行う公認会計士又は監査法人は、その職務を適切に遂行するため、学校法人役員等との意思疎通を図り、情報の収集及び

監査の環境の整備に務めることとする。

（１）書類の添付（施行規則第２条）

３．文部科学大臣を所轄庁とする学校法人に係る私立学校振興助成法施行規則第２条第４号に掲げる

所轄庁が定める書類（告示）

所轄庁が定める書類は、人件費支出内訳表が私立学校振興助成法施行規則第５条の定めるところにより作成されているかどうか

に関する公認会計士又は監査法人の監査報告とする。
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